
 過去最多タイとなる金メダル５個を獲得。総メダル数24、入賞数48はいずれも過去最多。特にフィギュアスケートのペ

アでは世界歴代最高点をマークし日本史上初となる金メダルを獲得するなど、日本選手が世界で戦える競技領域が拡大。

 冬季女性アスリートメダル獲得数（※男女混合種目除く）も過去最多となる10個を獲得し、女性アスリートが躍進。

 フィギュアスケートで中井亜美選手（17歳）の銅メダル獲得や、スノーボードで深田茉莉選手（19歳）が金メダルを獲

得し、日本女子史上最年少の冬季金メダリストになるなど、若い世代の選手も活躍。

 個人種目・団体種目の双方で成果をあげ、複数の競技でマルチメダリスト（※）が誕生。

（※）二階堂蓮選手（スキージャンプ：男子ラージヒル（銀）・男子ノーマルヒル（銅）・混合団体（銅））、髙木美帆選手（スピードスケート：女子1000m

（銅）・女子500m（銅）・女子チームパシュート（銅））、三浦璃来選手＆木原龍一選手（フィギュアスケート：ペア（金）・団体（銀））、坂本花織選手

（フィギュアスケート：女子シングル（銀）・団体（銀））、堀島行真選手（スキーフリースタイル：男子デュアルモーグル（銀）・男子モーグル（銅））

オリンピック 日本選手団

選手 ：121 名、監督・コーチ等：162名、団長：伊東 秀仁（日本スケート連盟理事）

ミラノ・コルティナ冬季オリンピック競技大会における日本代表選手団の活躍

金メダル数
順位

チーム／NOC 金 銀 銅 合計
総メダル数
順位

1 ノルウェー 18 12 11 41 1

2 アメリカ 12 12 9 33 2

3 オランダ 10 ７ ３ 20 ９

4 イタリア 10 ６ 14 30 ３

５ ドイツ ８ 10 ８ 26 4

10 日本 ５ ７ 12 24 ５

北京大会 日本 ３ ６ ９ 18
金ﾒﾀﾞﾙ数12位
総ﾒﾀﾞﾙ数６位

○国・地域別のメダル獲得状況

開
催
年

開催都市（国）

メダル獲得数
入
賞
数

金
メ
ダ
ル
数

ラ
ン
キ
ン
グ

総
メ
ダ
ル
数

ラ
ン
キ
ン
グ

金 銀 銅 計

1998 長野（日本） ５ １ ４ 10 33 ７ ９

2010 バンクーバー（カナダ） ０ ３ ２ ５ 27 20 15

2014 ソチ（ロシア） １ ４ ３ ８ 28 17 13

2018 平昌（韓国） ４ ５ ４ 13 43 11 12

2022 北京（中国） ３ ６ ９ 18 43 12 ６

2026
ミラノ・コルティナ
（イタリア）

５ ７ 12 24 48 10 ５

○オリンピック競技大会におけるメダル獲得数及び入賞数の推移

※JOCホームページを参考に、スポーツ庁において作成。
※入賞は８位まで

資料４



ミラノ・コルティナ冬季パラリンピック競技大会における日本代表選手団の活躍

選手：44名、監督・コーチ等：57名、団長：大日方 邦子（日本パラスポーツ協会理事）

 冬季パラリンピックが始まって50周年の記念大会。日本勢の冬季パラリンピックメダル獲得数も通算100個を超えた。

 海外開催の冬季パラリンピックでは過去最多となる44名の選手が出場。

 村岡桃佳選手がアルペンスキー女子で２個の銀メダルを獲得し、冬季パラリンピック通算11個で日本勢単独最多メダ
ルを獲得。

 村岡選手をはじめ、小栗選手・鈴木選手など経験豊富な選手が安定した成績をおさめてメダルを獲得した一方で、川除
選手や岩本選手など若手選手は上位進出したものの、メダル獲得には及ばなかった。

 他方で、金メダル獲得を逃したのは、ソルトレーク大会以来24年ぶりとなり、過去大会に比べ金メダル数ランキング、
総メダル数ランキングはともに低下。

○国・地域別のメダル獲得状況

パラリンピック 日本選手団

○パラリンピック競技大会におけるメダル獲得数及び入賞数の推移
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2006 トリノ（イタリア） ２ ５ ２ ９ 25 ８ ８

2010
バンクーバー
（カナダ）

３ ３ ５ 11 29 ８ ６

2014 ソチ（ロシア） ３ １ ２ ６ 26 ７ ９

2018 平昌（韓国） ３ ４ ３ 10 23 ９ ９

2022 北京（中国） ４ １ ２ ７ 41 ９ ８

2026
ミラノ・コルティナ
（イタリア）

０ ３ １ ４ 24 19 16
※JPCホームページを参考に、スポーツ庁において作成。
※入賞は８位まで。

金メダル数
順位

チーム／NPC 金 銀 銅 合計
総メダル数
順位

1 中国 15 13 16 44 1

2 アメリカ 12 ５ ６ 23 2

3 ロシア ８ １ ３ 12 ８

4 イタリア ７ ７ ２ 16 ５

5 オーストリア ７ ２ ４ 13 ７

19 日本 ０ ３ １ ４ 16

北京大会 日本 ４ １ ２ ７
金ﾒﾀﾞﾙ数９位
総ﾒﾀﾞﾙ数８位
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